


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































もっと強調 して ｢私は宣言する｡｣ という意味
でもない｡この句は驚きをあらわして,｢おや












































































































































































































































































































































































































指摘が,これまで広 く行われてきた (篠原 :






























































取 るが, 日本語では,｢好 きじゃないの｣ と聞
かれた場合,その質問が勧誘 と考えられれば,
｢はい,好 きです｣ と答える｡ しか し,相手が
否定の答 えを期待 していると考 えられるなら
ば,｢いいえ,好 きじゃあ りません｣ と答 える
こともある｡日本語の ｢はい,いいえ｣は,こ
のように,相手の立場によって決まる立場志向
の表現である (水谷,1985)｡ これは,いつ も
相対的な関係を配慮する日本語の特徴である｡
さらに,つ ぎの例 にも見 られるように,｢モ
ノ｣的認識をする英語は,àslip'や àfal'とか,
àsweetvoice'のように,個体中心の名詞表現を




















は,｢有｣の否定ではな く,む しろ ｢無｣の存
在を強力に主張する表現なのである｡このよう































































































































































































































































































































































中間 ･期末テス トを含め,年間6回のテス トで
反復されるが,最終的にこの英語カー ドは自動
化されるまで反復練習する必要がある｡さらに,








































･誤 りの訂正 よりも,意味の伝達 を重視する｡
･例文の反復練習 と ｢継続は力な り｣ というモ
ッ トーを遵守する｡
Wherethereisaway,thereisawil,
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